
１           運転日・停車駅について 

2           各号車の発売方法について 

 きっぷに食事等がセットになった「旅行商品」でご利用いただける 4号車と、「きっぷ」のみで

ご利用いただける 1.2号車に分けて発売いたします。 

 

 

2019 年  6 月 27 日 

                                                                      新 潟 支 社 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ＪＲ東日本では、新潟県・庄内エリアデスティネーションキャンペーン開催期間中の2019年  

10月5日より、新潟～酒田間で新潟・庄内の食と景観を楽しむ列車「海里」の運転を開始いた

します。 

○新潟～酒田（下り）の車内では、歴史ある新潟
にいがた

古町
ふるまち

花街
か が い

にある3つの料亭「行形亭
いきなりや

」「鍋
なべ

茶屋
ぢ ゃ や

」   

「一
いち

〆
しめ

」が調理した“日本料理”を四季折々のメニューで提供いたします。 

〇酒田～新潟（上り）の車内では、「アル・ケッチァーノ」のオーナーシェフ奥田政行氏が監修

した“奥田イタリアン”を四季折々のメニューで提供いたします。 

〇美しい「日本海の景観」を眺めながら、日本海美食旅
ガストロノミー

を肌で感じていただける上質な旅を演出

する“日本海ビューダイニング”「海里」にご期待ください。 

 

 

 

車のコンセプトは「新潟の食」「庄内の食」と「日本海の景観」で、その魅力を感じていただけ

るような食事を車内で提供いたします。 

○４両編成のディーゼルハイブリッド車両を新造し、新潟～酒田間を運行します。 

〇「海里」の運行をきっかけに、地域の皆さまと共に地域全体の活性化と地方創生に取り組んで

まいります。 

 

１号車 リクライニングシート 30席 ２号車 コンパートメントシート 32席 

３号車 売店・イベントスペース ４号車 ダイニング 24席 

～新潟・庄内の食と景観を楽しむ列車～ 

2019 年 10月 5 日「海里
K A I R I

」デビュー 
 

運転開始日 2019 年 10月 5 日（土） 

運 転 日 金土休日を中心に運転（10～12 月） 

停 車 駅 等 「日本海の景観」をゆっくりお楽しみ 

      いただけるよう、桑川～越後寒川間で 

      速度を落として運転いたします。 

      

※運転日や運転時刻は、変更となる場合があります。 
※運転日によって運転時刻が変更となる場合があります。 

日本海の景観 海里 

7:48発 9:56着 10:12頃発 10:38頃発 10:48頃発 10:56頃発 11:06頃発 11:42頃発 ビューポイント 12:29頃発 12:56頃発 13:08頃発 13:19頃着
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21:00着 18:56発 18:31頃着 18:06頃発 17:55頃発 17:47頃発 17:36頃発 17:21頃発 ビューポイント 16:13頃発 15:49頃発 15:12頃発 15:02頃発

Maxとき
305号

とき344号

←酒田方面 新潟方面→

1号車（30席） ２号車（32席） 3号車 4号車（24席）

きっぷで発売 きっぷで発売 売店・イベントスペース 旅行商品で発売

※1号車のリクライニングシートは、景観を楽しめるよう座席を窓側に向けた設計としています。 

 



3           4号車（ダイニング）旅行商品限定の車内サービスについて 

   提供する食事等について 

 ～アル・ケッチァーノの紹介～ 酒田～新潟（上り）の車内 

 

 ～料亭の紹介～ 新潟～酒田（下り）の車内 

 ～大橋洋食器の紹介～ 新潟～酒田（下り）、酒田～新潟（上り）の車内 
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 4号車（ダイニング）では、新潟・庄内の食を存分に楽しんでいただける食事を提供いたします。

それぞれの食事を彩る器等にもこだわります。 

 

 
 新潟の料亭が点在する古町

ふるまち

花街
か が い

は、京都や金沢といった茶屋街とは異なり、料理屋中心に栄えた 

大規模な全国随一の伝統的な花街です。その中でも、100年以上続く歴史と格式ある 3つの料亭が 

調理した手の込んだ新潟ならではの“日本料理”を四季折々のメニューで提供いたします。 

 

 日本のトップシェフである奥田政行氏は、庄内地方で世代を超えて栽培され、人々に親しまれて

きた「在来作物」にこだわった珠玉のイタリアンを、レストラン「アル・ケッチァーノ」で提供 

しています。奥田政行氏が監修し、「アル・ケッチァーノ」のシェフが調理した“奥田イタリアン”

を四季折々のメニューで提供いたします。 

 

奥田政行氏 アル・ケッチァーノ（外観） アル・ケッチァーノ（内観） 
 

 かつて北前船が寄港し、様々な地域の人や文化が入ることで発展してきた日本海側最大の湊町

である新潟市で 100 年以上続く老舗洋食器店。刻々と変わりゆく時代の中でもその伝統を守り 

ながら、「器」を切り口にして新しい価値を創造しています。「海里」オリジナルの器類が、    

提供する食事を彩ります。 

 創業は江戸時代中期の元禄の頃。

300年以上の歴史のある料亭です。 

日本の古き良き伝統を守りながら、 

季節ごとの厳選されたご堪能いただ

ける日本料理を提供しています。 

 創業は江戸末期、弘化 3 年（1846

年）。店名の由来は、初代がすっぽん

料理を始めたことによるもので、以来

160 年にわたる伝統の味と技そして

風格を受け継いでいます。 

 明治 5年、初代が立ち上げた鮮魚卸

商からスタートし、大正 5年に始めた

日本料理店が現在の原形になりまし

た。看板料理は「鰻」で、一年を通し

て美味しく味わえます。 



 (1) 車内販売について 

 (2) 乗務員・アテンダント・アンバサダーについて 

5           ロゴについて 

4           その他車内サービスについて 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※画像や図は全てイメージです。 

 乗務員（車掌・運転士）が、オリジナルユニフォームとピンバッジを着用してお客さまをおも

てなしいたします。車内アテンダントやアンバサダー※もオリジナルユニフォームとピンバッジ

を着用し、食事や飲み物のサーブ、車内販売、観光案内、お客さまサポート等を行います。    

お客さまを笑顔でやさしくエスコートし、お客さまの旅に豊かな彩りを添えます。 

※アンバサダー：観光案内を中心に、列車内外等のご案内といったお客さまサポートを行います。 

 3号車（売店）で飲食等の販売をいたします。新潟・庄内の美食旅
ガストロノミー

 

を感じていただける魅力ある商品ラインナップでお客さまのご利用を 

お待ちしています。「海里」限定のオリジナル商品の販売も予定して 

います。 

 3号車（売店） 

車掌 車内アテンダント 車内アンバサダー 

大橋洋食器 

 厳しい豪雪地帯の中で人々が助け合う「結の精神」が新潟・庄内の 

食文化を支えています。その精神を形に込めた水引をモチーフに雪の 

結晶を表現しました。加えて、海と里、和と洋等、この地域の多様な 

側面を結びつけたサービス（列車）に込めた、おもてなしの心を表現 

しました。 

運転士 

ピンバッジ 


